
長野県青少年育成指導者・青少年サポーター研修会

日 時 令和７年８月19日（火）13：00～15：00

方 法 Zoomによるオンライン開催

「被虐待・愛着の問題とその支援について
～非行・問題行動との関連性を考える～」

講師紹介 教授 小林万洋氏（長野大学 社会福祉学部、
大学院総合福祉学研究科）

・研究テーマ「司法・犯罪分野の心理的アセスメントと心理学
的支援」
・全国の少年鑑別所長、少年刑務所の分類審議室長、矯正管区
長等を歴任。臨床心理士、認定専門公認心理師。
・今回の講演では、非行や問題行動とは無関係ではない被虐待
や愛着の問題とその支援のあり方について、実務経験を踏ま
えたお話をいただきます。
・講演実績
日本犯罪心理学会での発表のほか、教育研究会、医療機関等
での講師を務め、テーマは少年非行や犯罪行動に係る当事者
の理解・支援と事例検討など司法・犯罪分野のトピックス。

QR ｑｑ

参加申込

☆Googleフォーム（推奨）
右の二次元コードを読み取り、必要事項を入力してください。

☆メール
以下の内容を<youth@axel.ocn.ne.jp>へ送信してください。
・件名：研修会の参加申込
・本文：氏名、所属、職業、年齢

※ 申込締切：令和７年８月５日（火）

お問い合わせ
長野県将来世代応援県民会議事務局（担当：小林）

電話（FAX兼用）026-235-8996

そのような子どもの心理について一緒に考えてみませんか？

青少年が犯罪に手を染め、あるいは非行に走る要因は多岐にわたり、
健全育成に携わる人々がその背景を理解することは重要です。

＜令和７年度＞

こばやし かずひろ


